
　
児
童
ら
は
、
心
を
落
ち
着
か
せ
た
後
、

紫
舟
さ
ん
の
「
心
を
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
に
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
」
の
一
言

を
合
図
に
、
自
分
の
一
番
お
気
に
入
り
の

字
で
心
に
浮
か
ん
だ
大
好
き
な
人
へ
手
紙

を
し
た
た
め
ま
し
た
。

　
た
っ
ぷ
り
と
墨
を
含
ま
せ
た
筆
で
、
熱

心
に
思
い
を
つ
づ
っ
た
吉
田
璃り

空く

さ
ん
は

「
み
ん
な
で
一
緒
に
書
い
て
い
る
と
、
優

し
い
心
が
集
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
橋
こ
こ

ろ
さ
ん
は
「
習

字
が
も
っ
と
好

き
に
な
っ
た
。

感
情
を
込
め
た

字
で
、
気
持
ち

が
伝
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
が
す
ご

い
」と
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　　
市
は
、
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
平
成
31
年
１
月
12
日
㈯

に
、
市
民
を
対
象
と
し
た
大
書
き
初
め
大

会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
紫
舟
さ

ん
と
一
緒
に
新
年
の
目
標
を
書
で
し
た
た

め
ま
せ
ん
か
。

気
持
ち
を「
文
字
」に

込
め
て

新
年
の
目
標
を
一
緒
に
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本
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
制
作
者
で
、
国
内
外

で
活
躍
す
る
書
家
の
紫
舟
さ
ん
の
指
導
の

下
、
大
き
な
和
紙
に
大
切
な
人
へ
の
思
い

を
つ
づ
る
「
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
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プ
ロ

の
感
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触
れ
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が
ら
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ふ
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さ
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城
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愛
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醸
成
す
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こ
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目
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に
、

平
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催
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ま
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れ
ま
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多
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し
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て
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ま
ざ
ま
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思
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づ
っ
て
き

ま
し
た
。
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た
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に
、
日
本
の
伝
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文
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触
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た
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ら
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感
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も
ら
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た
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紫
舟
さ
ん
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発
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今
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度

か
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市
内
の
小
・
中
学
校
で
Ｌ
Ｌ
Ｐ
を
開

催
。
紫
舟
さ
ん
が
児
童
生
徒
ら
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触
れ
合

い
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。
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催
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Ｐ
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４
５
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ど
も
た
ち
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伝
え
た
い
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内
の
小・中
学
校
を

舞
台
に

◎問い合わせ　総合政策課　☎23ｰ7161

L
ラ ブ
ove L

レ タ ー
etter P

プ ロ ジ ェ ク ト
roject 都城編

「大好き」「感謝」を伝えたい
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土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

自
助
が
集
ま
り
機
能
す
る

自
主
防
災
組
織

【
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
る
】

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
生
き
埋
め
に
な

っ
た
人
を
救
出
し
た
の
は
、
自
衛
隊
や
消

防
な
ど
が
約
23
㌫
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

近
隣
住
民
な
ど
に
よ
る
救
出
が
約
77
㌫
で

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
地
域
の
こ
と
は

地
域
で
守
る
」
と
い
う
考
え
方
が
全
国
に

広
ま
り
、
本
市
で
も
自
治
公
民
館
３
０
３

館
の
う
ち
、
２
７
３
の
自
主
防
災
組
織
が

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
の
主
な
役
割
】

①�

出
火
防
止
や
初
期
消
火
、
救
助
な
ど
、

近
隣
で
の
助
け
合
い

②
安
否
確
認
や
被
災
状
況
の
把
握

③�
住
民
の
避
難
誘
導
、
避
難
行
動
要
支
援

者
の
避
難
支
援

④
地
域
内
の
災
害
情
報
の
収
集
と
伝
達

⑤
避
難
所
や
救
護
所
で
の
救
護
協
力

⑥
救
援
物
資
な
ど
の
配
布
や
炊
き
出
し

【�

防
災
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
】

　
地
域
防
災
力
強
化
の
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
住
民
同
士
で
声
掛
け
し
た
り
、
地

域
で
活
動
し
た
り
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
幅
広
い
世
代
の
参
加
を
促
し
、

消
防
団
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
事
業
所

な
ど
、
地
域
の
多
様
な
組
織
と
連
携
し
、

地
域
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

予想されます。そのような場合、被害を最小限
に抑える活動を担うのは、地域住民の皆さんで
す。
　防災活動は一人一人がばらばらで行うより、
隣近所で声を掛け合い、組織的に行うことで効
果が高まります。
　「自分たちのまちを自分たちで守る」ために、
地域住民が連携し、万が一に備えた訓練を日ご
ろから積み重ねておきましょう。

　大規模な地震や風水
害などの災害が発生し
た場合、市は組織の全
機能を挙げてさまざま
な活動を行います。し
かし、道路の損壊によ
る交通網の寸断や、水
道・ガス・電気の停止
などの悪条件が重なる
と、その活動能力が
大幅に低下することが

危機管理課
神之薗 圭太主査

自分たちのまちを、
自分たちで守ろう！

市町村の対応 住民の行動

防災体制の
立ち上げなど

⃝最新の情報をこまめに確認
⃝危険箇所や
　避難場所を確認
⃝高齢者など避難に時間を
　要する人は避難の準備

避難準備・
高齢者等避難開始

⃝高齢者などは速やかに避難
⃝�数日分の飲食物や着替え、
　薬などを準備
⃝準備が整い次第、避難を開始

避難勧告
避難指示（緊急） ⃝速やかに避難

特別警報の
住民への周知

⃝これより前の段階で
　避難を完了
⃝命を守る行動

※気象庁の資料を基に作成

風水害に想定される行動イメージ
気象庁などの情報

大雨注意報
災害が起こる恐れがある

大
雨
に
関
す
る

気
象
情
報

大雨警報
（土砂災害・浸水害）
重大な災害の恐れがある

大雨特別警報
（土砂災害・浸水害）
重大な危険が差し迫った

緊急事態
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　「防災の日」は、大正12年９月１日に起きた関東大震災の教訓と、この時期に多く発生
する台風への注意喚起のため、昭和35年に定められました。
　災害時の被害を最小限に抑えるための防災や減災活動は、一人一人の「自助」の積み重
ねがあって初めて成り立ちます。この機会に、防災について家庭や地域で話し合い、いつ
起こるか分からない災害に備えましょう。� ◎問い合わせ　危機管理課　☎23-2129

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

自
分
の
命
は
、自
分
で
守
る

の
デ
ー
タ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

は
、
降
水
量
や
河
川
水
位
の
情
報
を
得
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
正
し
い
情
報
を
収
集

し
、
早
め
の
避
難
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

【
避
難
す
る
と
き
の
心
掛
け
】

　
避
難
所
に
避
難
す

る
際
、
動
き
や
す
い

服
装
で
、
な
る
べ
く

２
人
以
上
で
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
風
水
害
な

ど
１
晩
程
度
の
一
時
的
な
避
難
の
際
は
、

３
食
分
の
食
料
や
着
替
え
、
薬
な
ど
を
持

参
く
だ
さ
い
。

【
災
害
時
の
避
難
経
路
の
確
認
】

　
台
風
や
大
雨
な
ど
の
災
害
時
に
開
設
さ

れ
る
、
１
次
避
難
所
ま
で
の
経
路
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
１
次
避
難

所
は
、
市
の
総
合
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
正
確
な
情
報
収
集
と
自
主
避
難
】

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
最

新
の
気
象
情
報
や
避
難

情
報
を
収
集
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
テ
レ
ビ

日
ご
ろ
の
備
え

▼災害時に役立つ情報
●宮崎県防災・防犯情報メールサービス
　https://www.fastalarm.jp/miyazaki/
　気象情報や避難勧告などの発令状況や防災情報
をメールでお知らせします。

▼いざというときの連絡先
緊急時の消防・救急 ☎119
緊急時の警察 ☎110
災害全般・災害救助資金
融資制度、り災証明 危機管理課　☎23-2129

水道の断水 上下水道局お客様センター
☎23-4510

避難所 危機管理課　☎23-2129
避難行動要支援者 福祉課　☎23-2980
道路の被害、側溝・排水
路などの氾濫 維持管理課　☎23-2752

浸水家屋の消毒 環境政策課　☎23-2130
田畑の土手崩れ 農村整備課　☎23-2981

停電・電気
㈱九州電力都城営業所
☎0120-986-705
※�九州電力携帯メールサービスも
利用ください
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報
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情
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【施設概要】
○サブアリーナ（1,616.82㎡）
バレーボール３面、バスケットボ
ール２面、バドミントン10面など、
さまざまな球技に対応
○武道場（1,009.16㎡）
柔道６面、剣道４面、空手４面など
に対応
○多目的室
空手やレスリング、ダンスなどに対
応。その他、大会やイベントの待機
場や会議室としても利用可能
○観覧席
サブアリーナ
２階：639席、車椅子５席
○武道場
368席（１階120 席、２階248席）
車椅子（１階２席、２階２席）
○その他の施設
トレーニング室やドーピング検査ス
ペースなど

サブアリーナ武道場の利用料金
区分 単位 1時間（1回）

当たり利用料金

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

高校生以下

全面 600
3分の2 400
2分の1 300
3分の1 200

一　　　般

全面 1,200
3分の2 800
2分の1 600
3分の1 400

武
道
場

高校生以下
全面 600

2分の1 300
4分の1 150

一　　　般
全面 1,200

2分の1 600
4分の1 400

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場

個人
高校生以下 １回 200
一　　　般 １回 300

団体
高校生以下 １回 2,000
一　　　般 １回 3,000

多目的室 １時間 200
※消費税別。照明および空調使用料は別途

　９月１日のサブアリーナ武道場の竣工記
念式展に併せて、オープニングセレモニー
として「形

か た

競
きょう

技
ぎ

会
か い

」を実施します。
　これまで、妻ヶ丘町の武道館で稽古やさ
まざまな大会を開催し、多くの柔道選手を
世に送り出してきました。今後も、柔道を
通じて青少年の育成を行い、新武道場とと
もに、歴史を刻んでいきたいです。

　早水公園体育文化センターサブアリーナ
武道場は、空調を完備し、規模の大きな大
会はもちろん、市民の皆さんが健康寿命を
延ばすための日常の体力づくりや、競技力
の向上にも役立てもらえる施設です。
　多目的室やトレーニング室も備えている
ので、さまざまな目的で利用できます。ぜ
ひ、活用ください。

日ごろの体力づくりにも
活用ください!

柔道を通じて青少年育成に
取り組んでいきます

都城地区柔道会
会長
丸田　秀廣さん

スポーツ振興課

中島　美
よし

浩
ひろ

主査

観覧席
EV

会議室

音　楽
練習室

ロビー展示
コーナー

体育指導員室
視聴覚室 大会議室

小
会
議
室

ス
テ
ー
ジ

観覧席
放
送
室

観覧席

観
覧
席

観
覧
席

観
覧
席

駐輪場

1F2F

観
覧
席既存アリーナ 既存アリーナ

多目的室

サブアリーナ サブアリーナ

武道場武道場

EV EV

女子更衣室
シャワー
女子更衣室
シャワー

サブエントランスサブエントランス

男子更衣室
シャワー
男子更衣室
シャワー

女子更衣室
シャワー
女子更衣室
シャワー

第3
会議室
第3
会議室

第2
会議室
第2
会議室

師範
室
師範
室

師範
室
師範
室

上段上段

第1
会議室
第1
会議室

男子更衣室
シャワー
男子更衣室
シャワー

渡り廊下渡り廊下

渡り廊下渡り廊下

女子更衣室女子更衣室

更衣
室
更衣
室

待合待合 待合待合 作業
室
作業
室

中庭中庭

管理
事務室
管理
事務室

テラステラス

男子更衣室男子更衣室

控室控室

武道場
会議室
武道場
会議室

EV

トレーニング室・
ドーピング検査
スペース

■本年度整備した施設
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　老朽化が進んでいた都城運動公園（妻ケ丘町）の体育館と武道館の代替施設として、平成29年１月から
整備を進めていた早水公園体育文化センターサブアリーナ武道場が、平成30年６月末に完成しました。
今回は、施設の概要や利用方法などを紹介します。� ◎問い合わせ　スポーツ振興課　☎23-9546

完成！早水公園体育文化センター
サブアリーナ武道場

ざ
ま
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

○�

既
存
の
ア
リ
ー
ナ
　
避
難
所
、
現
地
災

害
対
策
室

○
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
武
道
場
　
備
蓄
倉
庫

○
弓
道
場
　
救
急
医
療
拠
点

○�

公
園
　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
救
急
車
両
待
機

場
所
な
ど

供
用
開
始
は
10
月
1
日
で
す
！

　
９
月
中
は
、
開
館
記
念
開
放
期
間
と
し

て
各
競
技
団
体
が
、
記
念
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
　

　
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、
申
請
と
許

可
が
必
要
で
す
。
申
請
方
法
や
空
き
状
況

に
つ
い
て
は
、
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
（
☎
24-

６
４
５
４
）
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
武
道
場
の
完
成
に
よ
り
、
既
存
の

ア
リ
ー
ナ
と
一
体
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
市
レ
ベ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
県
や
国
レ

ベ
ル
の
各
種
大
会
も
開
催
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
は
、
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
弓
道
競
技

の
開
催
を
予
定
。
そ
の
後
も
、
国
民
体
育

大
会
な
ど
の
全
国
大
会
や
、
合
宿
な
ど
で

の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

体
育
施
設
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
期

待
さ
れ
る
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割

　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
市

の
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
防
災
活
動
拠

点
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
災
害
時
に
さ
ま

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

武
道
場

体育文化
センター

紫
の
池

池

万葉
植物園

多目的広場

芝生広場

北駐車場
（整備中）

第3駐車場

第7駐車場 第6駐車場

第5
駐車場

第4駐車場

弓道場

整備中のため通行できない区間

整備中の周辺道路は
来年4月供用開始予定！
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【施設概要】
○サブアリーナ（1,616.82㎡）
バレーボール３面、バスケットボ
ール２面、バドミントン10面など、
さまざまな球技に対応
○武道場（1,009.16㎡）
柔道６面、剣道４面、空手４面など
に対応
○多目的室
空手やレスリング、ダンスなどに対
応。その他、大会やイベントの待機
場や会議室としても利用可能
○観覧席
サブアリーナ
２階：639席、車椅子５席
○武道場
368席（１階120 席、２階248席）
車椅子（１階２席、２階２席）
○その他の施設
トレーニング室やドーピング検査ス
ペースなど

サブアリーナ武道場の利用料金
区分 単位 1時間（1回）

当たり利用料金

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

高校生以下

全面 600
3分の2 400
2分の1 300
3分の1 200

一　　　般

全面 1,200
3分の2 800
2分の1 600
3分の1 400

武
道
場

高校生以下
全面 600

2分の1 300
4分の1 150

一　　　般
全面 1,200

2分の1 600
4分の1 400

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場

個人
高校生以下 １回 200
一　　　般 １回 300

団体
高校生以下 １回 2,000
一　　　般 １回 3,000

多目的室 １時間 200
※消費税別。照明および空調使用料は別途

　９月１日のサブアリーナ武道場の竣工記
念式展に併せて、オープニングセレモニー
として「形

か た

競
きょう

技
ぎ

会
か い

」を実施します。
　これまで、妻ヶ丘町の武道館で稽古やさ
まざまな大会を開催し、多くの柔道選手を
世に送り出してきました。今後も、柔道を
通じて青少年の育成を行い、新武道場とと
もに、歴史を刻んでいきたいです。

　早水公園体育文化センターサブアリーナ
武道場は、空調を完備し、規模の大きな大
会はもちろん、市民の皆さんが健康寿命を
延ばすための日常の体力づくりや、競技力
の向上にも役立てもらえる施設です。
　多目的室やトレーニング室も備えている
ので、さまざまな目的で利用できます。ぜ
ひ、活用ください。

日ごろの体力づくりにも
活用ください!

柔道を通じて青少年育成に
取り組んでいきます

都城地区柔道会
会長
丸田　秀廣さん

スポーツ振興課

中島　美
よし

浩
ひろ

主査

観覧席
EV

会議室

音　楽
練習室

ロビー展示
コーナー

体育指導員室
視聴覚室 大会議室

小
会
議
室

ス
テ
ー
ジ

観覧席
放
送
室

観覧席

観
覧
席

観
覧
席

観
覧
席

駐輪場

1F2F

観
覧
席既存アリーナ 既存アリーナ

多目的室

サブアリーナ サブアリーナ

武道場武道場

EV EV

女子更衣室
シャワー
女子更衣室
シャワー

サブエントランスサブエントランス

男子更衣室
シャワー
男子更衣室
シャワー

女子更衣室
シャワー
女子更衣室
シャワー

第3
会議室
第3
会議室

第2
会議室
第2
会議室

師範
室
師範
室

師範
室
師範
室

上段上段

第1
会議室
第1
会議室

男子更衣室
シャワー
男子更衣室
シャワー

渡り廊下渡り廊下

渡り廊下渡り廊下

女子更衣室女子更衣室

更衣
室
更衣
室

待合待合 待合待合 作業
室
作業
室

中庭中庭

管理
事務室
管理
事務室

テラステラス

男子更衣室男子更衣室

控室控室

武道場
会議室
武道場
会議室

EV

トレーニング室・
ドーピング検査
スペース

■本年度整備した施設
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　買
い
物
支
援
カ
ー
は
、
平
成
27
年
９
月

に
運
行
を
開
始
し
て
か
ら
３
年
を
迎
え
ま

す
。　販

売
拠
点
は
、
事
業
者
と
地
域
住
民
と

相
談
の
上
、
設
定
し
ま
す
。
道
路
上
や
道

路
端
で
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
で
き

る
限
り
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
し
、
よ

り
使
い
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。
販
売
し
て
ほ
し
い
場
所
な
ど

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
自
治
公
民
館
長
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
試
食
販
売
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
買
い
物
支
援
カ
ー

の
利
用
方
法
な
ど
が
分
か
ら
な
い
場
合
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　移
動
販
売
は
、
採
算
性
が
悪
く
、
継
続

の
難
し
い
販
売
形
態
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
こ
れ

か
ら
買
い
物
困
難
者
の
割
合
が
一
層
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
へ
の
恩
返
し
を

し
た
い
と
い
う
事
業
者
の
強
い
思
い
で
、

買
い
物
支
援
カ
ー
「
あ
い
も
こ
い
も
号
」

「
げ
ん
き
カ
ー
」
が
地
域
に
商
品
と
元
気

を
運
ん
で
い
ま
す
。

　し
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
利
用
が
な

け
れ
ば
、
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
今
の
生
活
を
守
る
た
め

に
も
買
い
物
支
援
カ
ー
を
役
立
て
ま
し
ょ

う
。

あいもこいも号
事業者：㈱ながやま
●運行地区
西岳地区、庄内地区、
�中郷地区、五十市地区（今町・大岩田町）、　
姫城地区（下長飯町）、
志和池地区、山田地区

●運行曜日
毎週月～土曜日の週６日運行

げんきカー
事業者：グリーンコープ生協みやざき
●運行地区
山之口地区、高城地区

●運行曜日
毎週月～金曜日の週５日運行

※買い物支援カーの運行経路など
　詳しくは市ホームページで確認
　ください

身
近
で
便
利
！

買
い
物
支
援
カ
ー

　
日
用
品
や
食
料
品
な
ど
の
購
入
が
難
し
い
高
齢
者
の
多
く
住
む
地
域
「
買
い
物
困
難
地

区
」。
そ
の
よ
う
な
地
域
に
買
い
物
支
援
カ
ー
が
出
向
き
、
買
い
物
が
で
き
る
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
商
工
政
策
課
　
☎
23-

２
９
８
３

日用品

惣菜 生鮮品

冷蔵・冷凍品
洗剤やティッシュペーパー、
トイレットペーパーなど

１人分に包装されたおかずなど

乳製品や卵、
アイスクリーム、
豆腐など

生
活
を
便
利
に
し
て
い
ま
す

運行地区・曜日

継
続
し
て
い
く
た
め
に

さまざまな
商品を販売
しています

肉や刺し身、野菜

14広報 都城 平成30年9月号

快挙！都城市ふるさと納税振興協議会が
「朝日広告賞」を受賞！

　
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
振
興
協
議
会

が
、平
成
29
年
11
月
11
日
の
朝
日
新
聞
に
、

牛
肉
の
断
面
図
を
天
気
図
に
見
立
て
、「
牛

肉
の
霜
降
り
」
と
「
霜
注
意
報
」
を
か
け

た
デ
ザ
イ
ン
広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
こ
の
広
告
は
、「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ

と
・
都
城
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
さ
ら
な

る
フ
ァ
ン
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も
併

せ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
ま
し

た
。

【
評
価
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
広
告
】

　
同
賞
で
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
デ
ザ

イ
ン
と
機
知
に
富
ん
だ
コ
ピ
ー
、
加
え
て

協
議
会
の
提
供
す
る
返
礼
品
の
価
値
な
ど

が
評
価
さ
れ
、「
広
告
主
参
加
の
部
」
の

教
育
・
公
共
部
門
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
朝
日
広
告
賞
贈
呈
式
】

　
７
月
12
日
、
東
京
で
行
わ
れ
た
式
典
に

出
席
し
た
、
協
議
会
の
小
園
秀
和
幹
事
長

は
、「
権
威
の
あ
る
賞
を
受
賞
で
き
光
栄

だ
」
と
喜
び
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
贈
呈

式
後
の
交
流
会
で
は
、
同
協
議
会
が
都
城

産
宮
崎
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
を
振
る
舞

い
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

【
受
賞
内
容
】

◉
賞
名
　
教
育
・
公
共
部
門
賞

◉
受
賞
対
象
広
告

日
本
一
の
“
霜
”
に
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◉
応
募
数
　
広
告
主
参
加
の
部
　
３
６
７
点

さ
ら
な
る
フ
ァ
ン
獲
得
へ

市
の「
Ｐ
Ｒ
戦
略
」を
援
護
射
撃

　ふるさと納税の返礼品提供事業者で組織した「都城市ふるさと納税振興協議会」が、全国に「肉と
焼酎のふるさと・都城」をＰＲし、さらなるファン増加につなげるため、東京や大阪、名古屋など大
都市圏の新聞に広告を掲載。その広告が「第66回朝日広告賞」を受賞しました。
　今回は、受賞内容などについて紹介します。� ◎問い合わせ　ふるさと産業推進局　☎23-2452

掲載された広告
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　買
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カ
ー
は
、
平
成
27
年
９
月

に
運
行
を
開
始
し
て
か
ら
３
年
を
迎
え
ま

す
。　販

売
拠
点
は
、
事
業
者
と
地
域
住
民
と

相
談
の
上
、
設
定
し
ま
す
。
道
路
上
や
道

路
端
で
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
で
き

る
限
り
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
し
、
よ

り
使
い
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。
販
売
し
て
ほ
し
い
場
所
な
ど

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
自
治
公
民
館
長
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
試
食
販
売
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
買
い
物
支
援
カ
ー

の
利
用
方
法
な
ど
が
分
か
ら
な
い
場
合
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　移
動
販
売
は
、
採
算
性
が
悪
く
、
継
続

の
難
し
い
販
売
形
態
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
こ
れ

か
ら
買
い
物
困
難
者
の
割
合
が
一
層
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
へ
の
恩
返
し
を

し
た
い
と
い
う
事
業
者
の
強
い
思
い
で
、

買
い
物
支
援
カ
ー
「
あ
い
も
こ
い
も
号
」

「
げ
ん
き
カ
ー
」
が
地
域
に
商
品
と
元
気

を
運
ん
で
い
ま
す
。

　し
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
利
用
が
な

け
れ
ば
、
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
今
の
生
活
を
守
る
た
め

に
も
買
い
物
支
援
カ
ー
を
役
立
て
ま
し
ょ

う
。

あいもこいも号
事業者：㈱ながやま
●運行地区
西岳地区、庄内地区、
�中郷地区、五十市地区（今町・大岩田町）、　
姫城地区（下長飯町）、
志和池地区、山田地区
●運行曜日
毎週月～土曜日の週６日運行

げんきカー
事業者：グリーンコープ生協みやざき
●運行地区
山之口地区、高城地区
●運行曜日
毎週月～金曜日の週５日運行

※買い物支援カーの運行経路など
　詳しくは市ホームページで確認
　ください

身
近
で
便
利
！

買
い
物
支
援
カ
ー

　
日
用
品
や
食
料
品
な
ど
の
購
入
が
難
し
い
高
齢
者
の
多
く
住
む
地
域
「
買
い
物
困
難
地

区
」。
そ
の
よ
う
な
地
域
に
買
い
物
支
援
カ
ー
が
出
向
き
、
買
い
物
が
で
き
る
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
商
工
政
策
課
　
☎
23-

２
９
８
３

日用品

惣菜 生鮮品

冷蔵・冷凍品
洗剤やティッシュペーパー、
トイレットペーパーなど

１人分に包装されたおかずなど

乳製品や卵、
アイスクリーム、
豆腐など

生
活
を
便
利
に
し
て
い
ま
す

運行地区・曜日

継
続
し
て
い
く
た
め
に

さまざまな
商品を販売
しています

肉や刺し身、野菜
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都
城
歴
史
資
料
館
に
は
、
通
常
公
開
し
て
い
な
い
も
の
や
文
化
財
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も

の
な
ど
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
文
化
財
や
意
外
な
文
化
財
を

４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
展
示
。
ま
た
、
神
社
な
ど
で
保
管
さ
れ
て
い
て
、
普
段
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
文
化
財
も
展
示
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

知
ら
れ
ざ
る
文
化
財

４
つ
の
テ
ー
マ

①
記
録
資
料
か
ら
な
る
文
化
財

　
人
々
が
日
々
使
っ
て
い
た
辞
書
や
物
語

な
ど
の
書
物
か
ら
、
都
城
に
関
す
る
逸
話

を
紹
介
し
ま
す
。

②
歴
史
を
語
る
文
化
財

　
幕
末
や
明
治
維
新
の
激
動
の
時
代
に
、

人
々
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

幕
末
の
社
会
の
混
乱
を
伝
え
る
書
物
の
ほ

か
、
明
治
維
新

後
に
導
入
さ
れ

た
新
暦
や
貨

幣
、
宗
教
政
策

が
社
会
に
与
え

た
変
化
を
示
す

資
料
な
ど
を
展

示
。
ど
の
よ
う

に
都
城
の
歴
史

に
影
響
し
た
か

を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　
ま
た
、
襖
の
下
張
り
に
利
用
さ
れ
た
古

文
書
な
ど
、
人
々
の
生
活
の
中
に
あ
っ
た

「
歴
史
を
語
る
資
料
」
も
紹
介
し
ま
す
。

③
信
仰
か
ら
生
ま
れ
る
文
化
財

　
人
々
が
信
仰
し

た
大
黒
天
や
恵
比

寿
の
土
像
な
ど
、

生
活
に
密
接
に
関

わ
る
中
で
生
ま
れ

た
文
化
財
を
紹
介

し
ま
す
。

④
美
術
品
と
し
て
の
文
化
財

　
各
時
代
の
職
人

の
技
術
が
結
集
し

た
美
術
工
芸
品
。

そ
れ
ら
の
作
者
や

所
有
者
と
、
都
城

と
の
関
わ
り
に
触

れ
ま
す
。

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

随身像（早水神社所蔵）

藩主島津斉彬寄進の瓶
へ い し

子（東霧島神社所蔵）

解体した襖と古文書
（都城歴史資料館所蔵）

保元物語・平治物語（都城歴史資料館所蔵）
※P31「ぼんちくんと歴史探訪」にも掲載

大黒天と恵比寿の土像
（都城歴史資料館所蔵）

丸に十字紋香炉
（都城歴史資料館所蔵）

【
会
期
】

９
月
７
日
㈮
〜
10
月
28
日
㈰

９
時
30
分
〜
17
時

※�

月
曜
日
休
館
。
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
。
９
月
19
日
㈬

は
薫
蒸
の
た
め
休
館

【
入
館
料
】

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※�（
　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　
西
郷
と
い
う
人
物
そ
の
も
の
に
迫

り
、
彼
を
支
え
た
人
々
や
そ
こ
か
ら
見

え
る
都
城
と
の
関
わ
り
に
迫
る
歴
史
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

「
西
郷
さ
ん
を
支
え
た
も
の
」

〜
生
活
・
女
性
の
視
点
か
ら
〜

　「
み
ん
な
の
西
郷
さ
ん
」
の
著
者
で

尚し
ょ
う

古こ

集し
ゅ
う

成せ
い

館か
ん

学
芸
員
の
小
平
田
史
穂
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
ま
す
。

【
日
時
】

10
月
27
日
㈯
　
14
時
〜
15
時
30
分

※
13
時
30
分
開
場

【
場
所
】

市
立
図
書
館
（M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）
１
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
定
員
】　
１
０
０
人

「
桂
久
武
と
西
郷
ど
ん
」

〜�

刀
を
鍬く

わ

に
持
ち
替
え
、
強
弓
で
政
府

軍
と
戦
っ
た
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
〜

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
翔と

ぶ
が
如ご

と

く
」「
篤
姫
」「
西
郷
ど
ん
」
な
ど
の
時

代
考
証
を
担
当
し
、
西
郷
隆
盛
に
つ
い

て
の
多
数
の

著
書
を
執
筆

す
る
、
志
學

館
大
学
教
授

原
口
泉
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
ま
す
。

【
日
時
】

11
月
24
日
㈯
　
14
時
〜
15
時
30
分

※
13
時
30
分
開
場

【
場
所
】　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

【
定
員
】　
４
４
７
人

16広報 都城 平成30年9月号

　
現
在
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
が
放
送
さ
れ
、西
郷
隆
盛
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
西
郷
隆
盛
が
起
こ
し
た
西
南
戦
争
と
都
城
の
人
々
と
の
関
わ
り
や
、

西
郷
の
盟
友
で
あ
る
桂
久
武
の
都
城
で
の
活
躍
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

西
南
戦
争
と
都
城

寄
贈
さ
れ
た
南
洲
書

　
昨
年
、
寄
贈
さ
れ
た
西
郷
隆
盛
直
筆
の

書
に
よ
り
、
都
城
の
人
々
と
西
郷
と
の
関

わ
り
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
西
郷
が
創
設
し
た
私
学
校
の
生

徒
で
あ
っ
た
山
内
哲
正
（
１
９
４
５
没
）

が
、西
南
戦
争
に
西
郷
軍
と
し
て
参
加
し
、

宇
土
（
熊
本
県
）
で
の
戦
功
を
賞
し
て
、

西
郷
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。そ
の
後
、

山
内
は
米
良
の
山
中
を
抜
け
て
都
城
に
帰

還
し
、
本
書
を
後
世
へ
と
伝
え
ま
し
た
。

南
洲
神
社

　
庄
内
町
に
は
、
西
郷
隆
盛
を
祭
っ
た

「
南
洲
神
社
」（
昭
和
４
年
創
設
）
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
庄
内
郷
か
ら
西
郷
軍
と
し

て
戦
争
に
参
加
し
亡
く
な
っ
た
56
人
も
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。
従
軍
者
名
簿
に
は
、
武

士
の
身
分
だ
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、
農
民

や
商
人
の
名
も
あ
り
、
身
分
に
関
係
な
く

西
郷
に
追
従
す
る
人
が
、
都
城
に
多
く
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

西
郷
の
盟
友
「
桂
久
武
」

　
西
郷
の
盟
友
で
、
薩
摩
藩
家
老
で
あ
っ

た
桂
久
武
は
、
廃
藩
置
県
後
の
明
治
4
年

11
月
に
誕
生
し
た
都
城
県
の
参
事
（
県
知

事
職
）
を
務
め
ま
し
た
。
赴
任
し
た
桂
の

下
、
職
員
配
置
や
戸
籍
作
成
な
ど
、
行
政

機
構
の
整
備
が
次
々
に
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
翌
年
、
都
城
県
は
廃
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
桂
の
県
政
は
宮
崎
県
へ
と
引
き
継

が
れ
、
地
方
行
政
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
桂
は
西
郷
軍
に
従
軍
し
、
鹿

児
島
市
城
山
町
で
戦
死
し
ま
し
た
。

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念

無
料
歴
史
講
座



17 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.9

　
都
城
歴
史
資
料
館
に
は
、
通
常
公
開
し
て
い
な
い
も
の
や
文
化
財
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も

の
な
ど
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
文
化
財
や
意
外
な
文
化
財
を

４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
展
示
。
ま
た
、
神
社
な
ど
で
保
管
さ
れ
て
い
て
、
普
段
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
文
化
財
も
展
示
し
ま
す
。�
◎
問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

知
ら
れ
ざ
る
文
化
財

４
つ
の
テ
ー
マ

①
記
録
資
料
か
ら
な
る
文
化
財

　
人
々
が
日
々
使
っ
て
い
た
辞
書
や
物
語

な
ど
の
書
物
か
ら
、
都
城
に
関
す
る
逸
話

を
紹
介
し
ま
す
。

②
歴
史
を
語
る
文
化
財

　
幕
末
や
明
治
維
新
の
激
動
の
時
代
に
、

人
々
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

幕
末
の
社
会
の
混
乱
を
伝
え
る
書
物
の
ほ

か
、
明
治
維
新

後
に
導
入
さ
れ

た
新
暦
や
貨

幣
、
宗
教
政
策

が
社
会
に
与
え

た
変
化
を
示
す

資
料
な
ど
を
展

示
。
ど
の
よ
う

に
都
城
の
歴
史

に
影
響
し
た
か

を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　
ま
た
、
襖
の
下
張
り
に
利
用
さ
れ
た
古

文
書
な
ど
、
人
々
の
生
活
の
中
に
あ
っ
た

「
歴
史
を
語
る
資
料
」
も
紹
介
し
ま
す
。

③
信
仰
か
ら
生
ま
れ
る
文
化
財

　
人
々
が
信
仰
し

た
大
黒
天
や
恵
比

寿
の
土
像
な
ど
、

生
活
に
密
接
に
関

わ
る
中
で
生
ま
れ

た
文
化
財
を
紹
介

し
ま
す
。

④
美
術
品
と
し
て
の
文
化
財

　
各
時
代
の
職
人

の
技
術
が
結
集
し

た
美
術
工
芸
品
。

そ
れ
ら
の
作
者
や

所
有
者
と
、
都
城

と
の
関
わ
り
に
触

れ
ま
す
。

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

随身像（早水神社所蔵）

藩主島津斉彬寄進の瓶
へ い し

子（東霧島神社所蔵）

解体した襖と古文書
（都城歴史資料館所蔵）

保元物語・平治物語（都城歴史資料館所蔵）
※P31「ぼんちくんと歴史探訪」にも掲載

大黒天と恵比寿の土像
（都城歴史資料館所蔵）

丸に十字紋香炉
（都城歴史資料館所蔵）

【
会
期
】

９
月
７
日
㈮
〜
10
月
28
日
㈰

９
時
30
分
〜
17
時

※�

月
曜
日
休
館
。
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
。
９
月
19
日
㈬

は
薫
蒸
の
た
め
休
館

【
入
館
料
】

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※�（
　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
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応
急
手
当
に
必
要
な
器
材
な
ど
も
備
え
て

い
ま
す
。
　
※
要
予
約

⃝

富
士
タ
ク
シ
ー

　
☎
０
１
２
０-

24-

２
３
７
７

⃝

福
祉
タ
ク
シ
ー
ま
す
や
ま

　
☎
０
９
０-

２
８
５
８-

４
７
８
６

⃝

介
護
福
祉
タ
ク
シ
ー
夢
野

　
☎
80-

６
３
７
６

⃝

福
祉
タ
ク
シ
ー
は
ま
ゆ
う

　
☎
０
９
０-

８
８
３
０-

８
１
５
２

　
大
切
な
人

の
命
を
守
る

た
め
、
消
防

局
な
ど
で
実

施
す
る
応
急

手
当
講
習
を

受
講
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
救
急
車
の
到
着
ま
で
に
、
応
急
手
当
で

助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。

※
講
習
の
日
程
は
Ｐ
25
で
掲
載

◉
相
談
料

無
料
（
通
話
料
は
利
用
者
負
担
）

◉
利
用
時
間

19
時
～
翌
朝
８
時
（
年
中
無
休
）

【
プ
ッ
シ
ュ
回
線
対
応
固
定
電
話・

携
帯
電
話
】

☎
♯
８
０
０
０

【
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
】

☎
０
９
８
５-

35-

８
８
５
５

　
平
成
29
年
中
の
都
城
管
内
の
救
急
出
動

件
数
は
、
８
、２
２
１
件
。
１
日
平
均
で

約
22
件
出
動
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
出

動
で
き
る
救
急
車
や
救
急
隊
員
の
数
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、
現
場
到
着
所
要
時
間
は
平
均
で

約
10
分
。
出
動
件
数
が
増
え
る
と
、
救
急

隊
の
現
場
ま
で
の
到
着
時
間
が
遅
く
な

り
、
命
を
危
険
に
さ
ら
し
ま
す
。

　
救
急
車
は
、
緊
急
性
の
高
い
傷
病
者
を

搬
送
す
る
も
の
で
す
。
緊
急
性
の
な
い
場

合
や
、
症
状
が
軽
く
自
分
で
病
院
に
行
け

る
場
合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
、
患

者
等
搬
送
事
業
者
な
ど
を
利
用
く
だ
さ
い
。

【
消
防
局
認
定
の
患
者
等
搬
送
事
業
者
】

　
緊
急
性
の
な
い
入
院
・
通
院
・
転
院
や

社
会
福
祉
施
設
へ
の
送
迎
な
ど
の
移
動
手

段
を
、
有
料
で
提
供
し
て
い
る
民
間
事
業

者
を
患
者
等
搬
送
事
業
者
と
い
い
ま
す
。

搬
送
用
車
両
に
は
、
応
急
手
当
や
搬
送
法

の
講
習
を
修
了
し
た
乗
務
員
が
乗
車
し
、

応
急
手
当
講
習
を
受
講
し
よ
う

宮
崎
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

救
急
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

救
急
車
の
適
正
利
用
に

協
力
く
だ
さ
い

９
月
９
日
㈰
は
「
救
急
の
日
」

９
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯
は
「
救
急
医
療
週
間
」

医
師
の
過
酷
な
勤
務
実
態

　
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
（
太
郎
坊

町
）
で
は
、
大
学
病
院
の
医
師
や
開
業

医
な
ど
が
交
代
で
当
直
勤
務
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
当
直
医
師
は
、
翌
日
も

自
院
で
診
察
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
非
常
に
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
緊
急
性
の
な
い

患
者
の
受
診
に
よ
り
、
医
師
の
負
担
は

増
え
て
い
ま
す
。

　
過
重
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
現
在

の
状
況
が
続
け
ば
、
救
急
医
療
を
担
う

医
師
の
確
保
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な

り
、地
域
の
救
急
医
療
は
崩
壊
し
ま
す
。

救
急
医
療
を
「
守
り
」「
支
え
」「
継
続
」

し
て
い
く
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
き
る
処
置
は
応
急
処
置
の
み

　
セ
ン
タ
ー
は
、
応
急
処
置
を
す
る
施

設
で
、
薬
も
原
則
、
１
日
分
し
か
出
せ

ま
せ
ん
。
専
門
医
の
診
療
体
制
で
は
な

い
の
で
、
後
日
、
昼
間
の
時
間
帯
に
か

か
り
つ
け
医
や
専
門
医
を
受
診
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
警
防
救
急
課
　
☎
22-

８
８
８
３

電
話
相
談
を
利
用
く
だ
さ
い

　
当
セ
ン
タ
ー
受
診
者
の
約
４
割
を
占

め
る
小
児
科
。
身
近
に
相
談
者
の
い
な

い
保
護
者
が
不
安
に
な
っ
て
駆
け
込
む

ケ
ー
ス
や
、
日
中
に
受
診
で
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
夜
間
に
受
診
す
る
ケ
ー
ス

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
夜
間
に
子
ど
も
の
病
気
や
け
が
で
心

配
な
と
き
は
、
ま
ず
は
、
電
話
相
談
を

利
用
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の
症
状
に
応

じ
た
適
切
な
対
処
法
な
ど
、
小
児
科
医

の
支
援
体
制
の
下
、
看
護
師
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

18広報 都城 平成30年9月号

④
つ
な
ぎ
…
専
門
機
関
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う

　
必
要
な
場
合
は
、
専
門
機
関
な
ど
へ
相

談
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
一
方
的

に
押
し
つ
け
ず
、
相
手
の
了
承
を
得
ま
し

ょ
う
。

　
心
掛
け
次
第
で
、
誰
も
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

話
を
聴
い
て
つ
な
ぐ
「
架
け
橋
」
の
よ
う

な
役
目
な
の
で
、
専
門
的
知
識
や
特
殊
な

技
術
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
市
民
を
対
象
に
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悩
み
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。「
眠

れ
な
い
」「
食
欲
が
無
い
」「
口
数
が
少
な

く
な
っ
た
」
な
ど
、
い
つ
も
と
違
う
状
態

の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

②�
声
掛
け
…
様
子
が
い
つ
も
と
違
う
人
に

は
「
声
掛
け
」
を
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
誰
に
も
悩

み
を
打
ち
明
け
ら
れ
ず
に
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
話
す
き
っ
か
け
を
作

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
声
を
掛
け
ら
れ
る

こ
と
で
我
に
返
り
、
自
殺
を
思
い
と
ど
ま

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

③�

傾
聴
…
話
せ
る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う

　
し
っ
か
り
と
悩
み
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。
大
切
な
の
は
、
本
人
の
気
持
ち
を
尊

重
す
る
こ
と
。
助
言
す
る
必
要
は
な
く
、

相
手
の
気
持
ち
に
共
感
し
、
う
な
ず
く
だ

け
で
十
分
で
す
。
ま
た
、
本
人
を
責
め
た

り
、励
ま
し
た
り
す
る
こ
と
は
厳
禁
で
す
。

話
を
聞
い
た
後
は
、
話
し
て
く
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
、相
手
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
の
平
成
29
年
の
自
殺
者
数
は
、
37

人
で
、
人
口
10
万
人
に
対
す
る
自
殺
死
亡

率
が
22・
１
で
す
。
こ
の
値
は
平
成
15
年

を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
全
国
平
均
の
16・
８
に
比
べ
て
高
い

状
況
で
す
。

　
直
訳
す
る
と
「
門
番
」
で
す
。
悩
ん
で

い
る
人
を
「
命
を
断
つ
道
」
へ
向
か
わ
せ

な
い
た
め
に
、
悩
み
を
聴
い
た
り
、
体
調

の
変
化
に
気
付
い
た
り
し
て
、
生
き
て
い

く
道
を
案
内
を
す
る
人
で
す
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
は「
気
付
き
」「
声

掛
け
」「
傾け

い

聴ち
ょ
う」「
つ
な
ぎ
」
の
４
つ
の
役

割
が
あ
り
ま
す
。

①�

気
付
き
…
あ
な
た
の
周
り
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
信

号
を
発
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か

　
転
勤
や
昇
進
、
結
婚
、
出
産
、
身
近
な

人
と
の
死
別
体
験
な
ど
、
生
活
の
変
化
は

◉
日
時
　
９
月
12
日
㈬
　
10
時
～
12
時

◉
場
所
　
市
役
所
南
別
館
３
階

◉
定
員
　
20
人
　
※
申
し
込
み
順

こ
こ
ろ
の
電
話

（
宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
８
５-

32-

５
５
６
６

都
城
保
健
所
　
☎
23-

４
５
０
４

市
役
所
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
58-

６
８
０
０

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62-

４
４
１
１

本
市
の
現
状

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か

生
き
る
こ
と
を
支
え
る

専
門
機
関

生
き
る
こ
と
を
支
え
る

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
の
１
週
間
は
「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
命
の

大
切
さ
や
自
殺
を
防
ぐ
こ
と
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

悩みを抱えている
人の支えになりたいと活動

と活動しています。悩みを打ち明けてくれた人
が元気になると、勉強していてよかったと感じ
ます。「自分を気に掛ける人」がいると気付くだ
けでも支えになるので、さまざまな行事に顔を
出し、悩む人の心の支えになりたいと思います。

　自分の勉強になると
思い、ゲートキーパー
講座の受講を決めまし
た。ゲートキーパーと
して大切なのは話を
じっくり聞いて、共感
し、必要に応じて関係
団体につながりを作っ
てあげること。様子が
違ったり、悩みを抱え
たりしている人やその
家族の支えになれたら

ゲートキーパー
橋口 八重子さん

（丸谷町）
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応
急
手
当
に
必
要
な
器
材
な
ど
も
備
え
て

い
ま
す
。
　
※
要
予
約

⃝

富
士
タ
ク
シ
ー

　
☎
０
１
２
０-

24-

２
３
７
７

⃝
福
祉
タ
ク
シ
ー
ま
す
や
ま

　
☎
０
９
０-

２
８
５
８-

４
７
８
６

⃝
介
護
福
祉
タ
ク
シ
ー
夢
野

　
☎
80-
６
３
７
６

⃝

福
祉
タ
ク
シ
ー
は
ま
ゆ
う

　
☎
０
９
０-
８
８
３
０-

８
１
５
２

　
大
切
な
人

の
命
を
守
る

た
め
、
消
防

局
な
ど
で
実

施
す
る
応
急

手
当
講
習
を

受
講
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
救
急
車
の
到
着
ま
で
に
、
応
急
手
当
で

助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。

※
講
習
の
日
程
は
Ｐ
25
で
掲
載

◉
相
談
料

無
料
（
通
話
料
は
利
用
者
負
担
）

◉
利
用
時
間

19
時
～
翌
朝
８
時
（
年
中
無
休
）

【
プ
ッ
シ
ュ
回
線
対
応
固
定
電
話・

携
帯
電
話
】

☎
♯
８
０
０
０

【
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
】

☎
０
９
８
５-

35-

８
８
５
５

　
平
成
29
年
中
の
都
城
管
内
の
救
急
出
動

件
数
は
、
８
、２
２
１
件
。
１
日
平
均
で

約
22
件
出
動
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
出

動
で
き
る
救
急
車
や
救
急
隊
員
の
数
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、
現
場
到
着
所
要
時
間
は
平
均
で

約
10
分
。
出
動
件
数
が
増
え
る
と
、
救
急

隊
の
現
場
ま
で
の
到
着
時
間
が
遅
く
な

り
、
命
を
危
険
に
さ
ら
し
ま
す
。

　
救
急
車
は
、
緊
急
性
の
高
い
傷
病
者
を

搬
送
す
る
も
の
で
す
。
緊
急
性
の
な
い
場

合
や
、
症
状
が
軽
く
自
分
で
病
院
に
行
け

る
場
合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
、
患

者
等
搬
送
事
業
者
な
ど
を
利
用
く
だ
さ
い
。

【
消
防
局
認
定
の
患
者
等
搬
送
事
業
者
】

　
緊
急
性
の
な
い
入
院
・
通
院
・
転
院
や

社
会
福
祉
施
設
へ
の
送
迎
な
ど
の
移
動
手

段
を
、
有
料
で
提
供
し
て
い
る
民
間
事
業

者
を
患
者
等
搬
送
事
業
者
と
い
い
ま
す
。

搬
送
用
車
両
に
は
、
応
急
手
当
や
搬
送
法

の
講
習
を
修
了
し
た
乗
務
員
が
乗
車
し
、

応
急
手
当
講
習
を
受
講
し
よ
う

宮
崎
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

救
急
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

救
急
車
の
適
正
利
用
に

協
力
く
だ
さ
い

９
月
９
日
㈰
は
「
救
急
の
日
」

９
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯
は
「
救
急
医
療
週
間
」

医
師
の
過
酷
な
勤
務
実
態

　
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
（
太
郎
坊

町
）
で
は
、
大
学
病
院
の
医
師
や
開
業

医
な
ど
が
交
代
で
当
直
勤
務
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
当
直
医
師
は
、
翌
日
も

自
院
で
診
察
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
非
常
に
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
緊
急
性
の
な
い

患
者
の
受
診
に
よ
り
、
医
師
の
負
担
は

増
え
て
い
ま
す
。

　
過
重
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
現
在

の
状
況
が
続
け
ば
、
救
急
医
療
を
担
う

医
師
の
確
保
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な

り
、地
域
の
救
急
医
療
は
崩
壊
し
ま
す
。

救
急
医
療
を
「
守
り
」「
支
え
」「
継
続
」

し
て
い
く
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
き
る
処
置
は
応
急
処
置
の
み

　
セ
ン
タ
ー
は
、
応
急
処
置
を
す
る
施

設
で
、
薬
も
原
則
、
１
日
分
し
か
出
せ

ま
せ
ん
。
専
門
医
の
診
療
体
制
で
は
な

い
の
で
、
後
日
、
昼
間
の
時
間
帯
に
か

か
り
つ
け
医
や
専
門
医
を
受
診
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
警
防
救
急
課
　
☎
22-

８
８
８
３

電
話
相
談
を
利
用
く
だ
さ
い

　
当
セ
ン
タ
ー
受
診
者
の
約
４
割
を
占

め
る
小
児
科
。
身
近
に
相
談
者
の
い
な

い
保
護
者
が
不
安
に
な
っ
て
駆
け
込
む

ケ
ー
ス
や
、
日
中
に
受
診
で
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
夜
間
に
受
診
す
る
ケ
ー
ス

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
夜
間
に
子
ど
も
の
病
気
や
け
が
で
心

配
な
と
き
は
、
ま
ず
は
、
電
話
相
談
を

利
用
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の
症
状
に
応

じ
た
適
切
な
対
処
法
な
ど
、
小
児
科
医

の
支
援
体
制
の
下
、
看
護
師
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
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